




























脳幹を凍結後 30J.1 mの切片を作成した。第一抗体（1:20 ,anti -cFos, 1:20, anti-Arc, 1: 50, 
anti-Z if 268 ）、第二抗体（1:1, Histofine simp le stain PO Kit ）と反応させ発色にはDAB を用いた。
頭部傾斜、眼振、側頭骨 HE 染色標本、前庭神経核での IEG sの発現から、内耳破壊法として多用され
ているエタノール内耳濯流法と同様に、本方法でも内耳破壊が可能であることが確認できた。また聴力検
査や腎臓の病理組織標本、血液検査結果から、本研究の方法は嫡牛やその他全身に大きな影響を与え
ずに選択的に前庭を破壊していることが示された。
